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プロトタイプ機によるISDN時代の

文書会議サービスへの対応
PrototYPeTerminalforAudiographicConferenceServiceoverlSDN

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork:サービス総合ディジタル綱)

は,複数の情報メディアを同時に伝送できる特徴を持つ｡CCITT(国際電信電話

諮問委員会)は,この特徴を生かしたサービスの一つとして,音声と文書画像の

同時通信による文書会議サービスの標準化研究を進めている｡

日立製作所は,このような状況下で音声,人物動画,文書画像,描画および

ポインティングのマルチメディアをISDNの基本インタフェース(2B＋D,B…

64kビット/s,D…16kビット/s)で同時伝送する文書会議端末のプロトタイプ機

を試作した｡プロトタイプ機の特徴は,マルチメディアを駆使した豊富なプレ

ゼンテーション機能を実現していること,スタイラスペン1本で会議中のすべ

ての操作を行うことができる使いやすいマンマシンインタフェースを実現して

いることなどである｡試用の結果,マルチメディアが表示された同一の画面を

共同作業空間として,遠隔地間でfacetofaceに近い臨場感のある対話ができる

ことを確認した｡

n 緒 言

情報通信システムを支える通信網は,音声通信を目的とす

るアナログ電話網を中心に発達してきており,その伝送信号

はアナログである｡一方近年,音声以外にデータや画像を通

信し,より高度な情報通信システムを実現したいという要求

が高まっており,これを支えるディジタル通信網の発達が期

待されている｡この要求にこたえる形で,CCITT(国際電信電

話諮問委員会)はISDN(Integrated Services DigitalNeト

work:サービス総合ディジタル綱)と呼ばれるディジタル公衆

通信網の標準化を行った｡わが国はこの標準化にいち早く対

応し,日本電信電話株式会社のINS(Information Network

System)ネット64およびINSネット1500で実現した｡ISDNは

64kビット/sを基本伝送速度とした高速なディジタル通信網を

実現しており,アナログ電話網に比べ高速であるという特徴

を持つ｡さらに,すべての情報をディジタル信号の形式で伝

送するため,複数の情報メディア(例えば音声と画像)を同時

に通信できるという特徴を持つ｡このことは,複数のメディ

アの同時通信による複合通信サービスの実現の可能性を示し

ている｡CCITTでは,このような複合通信サービスの一つと
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して,オーディオビジュアルサービス(AudiovisualService:

音声と画像の同時通信による新しい通信サービス)を取り上げ,

国際標準化の研究を進めている1),2)｡なかでも音声と文書画像

の同時通信により,遠隔地間での文書会議を実現するサービ

ス(CCITTではこれをオーディオ グラフィック コンファレン

スとして分類している｡)を,ファクシミリに続くISDN時代の

新しい通信サービスとして位置づけ,現在活発に国際標準化

の研究を進めている｡

日立製作所は,このような背景の下にISDNに対応した文書

会議サービス,およびこれを実現する通信端末の研究を進め

ており,プロトタイプ機を試作してその評価を行っている3)･4)｡

プロトタイプ機では,ISDNの基本インタフェース(2B十D:

B…データチャネル,64kビット/s,D…呼制御チャネル,16k

ビット/s)を用いて音声,人物動画,ファクシミリ文書,フル

カラー画像,描画およびポインティングめマルチメディア通

信を行い,文書会議を実現している｡さらに,これらのマル

チメディアを駆使した高度な文書会議を,スタイラスペン1

本で実行できる使いやすい操作環境を実現している｡
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本稿では,CCITTによるオーディオ グラフィック コンフ

ァレンスの標準化状況,試作したプロトタイプ機の機能,構

成,試用結果などについて述べる｡

切 テレコンファレンスサービスの標準化状況

CCITTは,テレコンファレンスサービス(通信会議サービス)

を,遠隔地間の人々の間での通信会議環境を提供するサービ

スと定義し,オーディオビジュアルサービスの一つとして位

置づけ,精力的に国際標.準化の研究を行っている1)･2)｡このテ

レコンファレンスサービスは,音声と人物動画を用いて行う

ビデオ コンファレンスサービス(テレビ会議サービス)と,

音声とグラフィックス(ドキュメント,テレライティングなど)

を用いて行うオーディオ グラフィック コンファレンスサー

ビス(文書会議サービス)に分類されている｡これらのサービ

スの標準化状況について以【‾Fに述べる｡

2.1 ビデオ コンファレンス サービス

ビデオコンファレンスの基本的なシステム構成を図1に示

す｡ファクシミリなどのグラフィックスシステムは,必要に

応じて用いられる｡標準化の対象は,マイクロホンから入力

する音声信号およびテレビジョンカメラから入力する動画信

号の符号化方式,複数メディアを同時伝送するための多重伝

送方式,映像フォーマット,通信プロトコルなどである｡こ

れらの標準化研究はほぼ終了し,一部勧告化に至っており,

現在多地点会議のプロトコルの研究に重点が移っている｡日

立製作所は,標準化動向に沿った形で動画コーデックを開発
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図l ビデオ コンファレンス システムの基本構成 ビデオ コン

ファレンス システムは,マイクロホン,スピー九 カメラ,ディスプレ

イおよぴこれらを制御する装置から構成される｡
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し,これを用いたテレビ会議システムHiTFACE64を製品化し

ている5)｡なお,符号化方式,多重伝送方式,多地点会議プロ

トコルなどはテレコンファレンスサービス全体で共通な技術

として,オーディオ グラフィック コンファレンスサービス

にも適用される｡

2.2 オーディオ グラフィック コンファレンスサービス

オーディオ グラフィック コンファレンスサービスは,音

声とグラフィックスを用いた通信会議として定義されている｡

オーディオ グラフィック コンファレンスの基本的なシステ

ム構成を図2に示す｡グラフィックスはファクシミリイメー

ジ,ワードプロセッサ文書,フルカラー静止画,テレライテ

ィング,テレポインティングと多岐にわたり,かつこれらの

グラフィックス情報の組み合わせや使い方が多様であるため,

これらを使って実現されるサービスもまた多様で復姓である｡

このため,現時点では標準化研究が終了しておらず,1992年

勧告化を目指して精力的に標準化の研究を行っている段階に

ある｡

田 開発のねらいと方針

3.1 ね ら い

2章で述べた標準化状況にみるように,ビデオコンファレ

ンス(以下,一般になじみの深いテレビ会議と言う｡)は,その

サービスイメージが固まっており,一部製品化が始まってい
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図2 オーディオ グラフィック

構成 オーディオ グラフィック

ロホン,スピーカ,ディスプレイ,

らを制御する装置から構成される｡
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る｡これに対し,オーディオ グラフィック コンファレンス

(以下,同様に文書会議と言う｡)は,そのサービスイメージが

多岐にわたるため,サービスとそれを実現する通信端末の明

確なイメージがつかめない状況にある｡そこで,開発のねら

いは,文書会議端末のプロトタイプ機を試作し,試用するこ

とによって文書会議のサービスイメージを明確にし,その実

用性を評価することである｡

3.2 開発方針

文書会議端末を,オフィスで働く一般ユーザーが手軽に使

え,かつ遠隔地にいる共同作業者とfacetofaceに近い打ち合

わせができる通信サービスを提供する端末と位置づけ,開発

に臨んだ｡そこで,図3に示すように端末使用者が遠隔地に

いる共同作業者と,ISDNのネットワークを介して,ディスプ

レイ上の互いに共通な画面(この画面を共有画面と言うことに

する｡)を共同作業空間として対話を進めることができる端末

を開発することにした｡この端末を実現する上で,特にプレ

ゼンテーション機能,操作性,大きさおよび標準化対応につ

いて,下記に示す方針を掲げて開発にあたった｡

(1)プレゼンテーション機能の充実

オフィスでの面談場面では,ことばによる説明に加えて,

資料やモックアップモデルを提示したり,黒板や資料にメモ

書きをして,より深い相互理解を実現している｡これを文書

会議端末を利用して遠隔地間で実現するために,音声に加え

て,ファクシミリ文書や描画情報を同時に伝送するマルチメ

ディア通信を充実させ,高いプレゼンテーション機能を実現

する｡

(2)臨場感と操作性

通信会議は臨場感が重要である｡このためには,人物動画

を含むメディアの充実とともに,相手に対して高速に応答で
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図3 文書会議端末の基本概念 文書会議端末は,互いに共通な文

書画面(共有画面)に対し,ネットワークを介して共同作業できる環境を

提供する通信端末である｡
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きることが重要である｡通信会議中にマニュアルが必要にな

ったり,複雑なキー操作が要求されるとスムーズな会議進行

ができない｡そこで,ユーザーにとって使いやすいマンマシ

ンインタフェースの実現を図る｡

(3)小 形

一般ユーザーが手軽に使えるためには,通信会議のために

スタジオのような特別な部屋に行〈ことなく,ユーザーが執

務しているオフィスで使えることが重要である｡このために

は,文書会議端末を少なくともOAデスクサイズ程度で実現す

る必要がある｡

(4)国際標準対応

通信の世界では,端末相互の接続性が確保されていること

が重要である｡このためには,装置仕様および通信プロトコ

ルが,CCITTおよびISO(国際標準化機構)が定める標準方式

に準拠している必要がある｡

口 基本機能

3章で述べた開発方針に基づき試作したプロトタイ70機の

外観を図4に,通信会議時の共有画面例を図5に示す｡本端

末は,ISDNの基本インタフェース上で,音声,人物動画,文

書画像(ファクシミリ文書とフルカラー文書),描画およぴポ

インティングのマルチメディアの同時対話通信を実現するこ

とにより,facetofaceに近い会議環境を実現している｡すな

わち,ユーザーは図5の例に示すマルチメディアが表示され

た共有画面を,互いに共通な作業空間として対話を進めるこ

とができる｡本章では,この端末の基本機能,メディアの主

な仕様およびプレゼンテーション機能について述べる｡

4.1基本機能

本端末は,図6に示す次の三つの機能を持つ｡
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図4 プロトタイプ機の外観 プロトタイプ機は,ディスプレイ,

カメラ,スキャナなどの構成機器をすべてデスクに収容している｡
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ファク1ミリ文書人7画
表lメディアの主な仕様 音声,人物動画,ファクシミリ文書,

フルカラー文書,描画およびポインティングのマルチメディア通信を行う｡
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図5 通信会議時の共有画面例 文書,人物動画,描画などがマル

チウインドウ表示された共有画面を通じて打ち合わせを行う｡
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図6 基本機能

(a)文書作成

文書

(b)文書転送
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(c)通信会議

文書会議端末は,(a)スキャナおよびカメラから文書

を入力する文書作成機取(b)入力した文書を事前に相手端末に転送する

文書転送機能,(C)音声,人物動画,文書,描画およびポインティングを

用いた通信会議機能の三つの基本機能を持つ｡

(1)文書作成

会議資料作成に相当する機能である｡スキャナから白黒画

像のファクシミリ文書を,テレビジョンカメラからフルカラ

ー文書を入力し,端末内のハードディスクに蓄積する｡入力

した文書は,OSI(OpenSystemsInterconnection)の標準文

書構造に準拠した形で文書およびページ単位に構造化し,会
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メ ディ ア 仕 様
±亡 士

E】 ノ==R ADPCM(32kビット/s)

人 物 動 画 128×96画素,DCT,5フレーム/s

ファクシ ミリ文書 8画素/mm,A4,MMR

フ ル カ ラ
ー文書 768×480画素,し600万色,DCT

描画･ポインティング 60ポイント/s

注:略語説明 ADPCM(AdaptiveDifferentialP山seCodeMod山ation)

DCT(DiscreteCosineTransform)

MMR〔ModifiedMR(G4ファクシミリの符号化方式)〕

議時に検索できるように文書レベルおよびページレベルで識

別子を付けて階層的にファイル管理する｡

(2)文書転送

会議資料の事前配布に相当する機能である｡上記(1)の文書

作成機能を用いて作成した文書を,ISDNを介して交換しあい,

相互の端末のファイルキャビネットに蓄積する｡文書転送通

信プロトコルは,G4ファクシミリの方式に沿ったもので実現

している｡蓄積した文書は,会議時に検索できるように,相

互の端末間で共通な会議レベルの識別子を付けて階層的にフ

ァイル管理する｡

(3)通信会議

資料を用いた説明,討論に相当する機能である｡遠隔地の

端末間でのISDNを介した音声,人物動画,文書画像(ファク

シミリ文書とフルカラー文書),描画およびポインティングの

マルチメディアの同時対話通信により,資料を用いた通信会

議を実現している｡

4.2 メディアの主な仕様

4.1節(3)の通信会議で用いる各メディアの主な仕様を表lに

示す｡

(1)音 声

音声データと画像メディアを一つのBチャネル(64kビッ

ト/s)に多重化して同時に通信できるように,音声データを標

準符号化方式のADPCM(AdaptiveDifferentialPulseCode

Modulation)で32kビット/sに圧縮して伝送している｡

(2)人物動画

臨場感のある通信会議を実現するためには,人物動画が不

可欠であると考え,現状のオーディオ グラフィック コンフ

ァレンスでは要求されていない人物動画の伝送を,プロトタ

イプ機では実装することにした｡ただし,人物動画の伝送チ

ャネルとして,他のメディアの伝送チャネルとは独立したBチ

ャネルを割r)当てることにより,人物動画がない通信モード

に容易に遷移でき,かつ人物動画を伝送することによる他の

メディアの伝送への影響をなくしている｡64kビット/sの伝送

速度で動画を伝送するためには,高度な情報圧縮が要求され

るため,標準方式として動き補償フレーム間予測に離散コサ



イン変換方式(DCT:DiscreteCosineTransform)を組み合

わせた複雉な方式が抹用されている｡このため,現状の動画

符号化装置は大きく,ねらいとしている小形端末への適用は

困難である｡一方,人物動画は小さな両面のほうが心理的な

圧迫が少なく,この種の端末には適していると言える6)｡そこ

で,表示サイズが3インチ程度の128画素×96ラインの画面を,

DCTでフレーム内符号化し,1秒間に5フレーム程度伝送す

る簡易動画で人物動画を実現している｡

(3)ファクシミリ文書

スキャナから入力した白黒文書は,G4ファクシミリで標準

化されている方式で符号化し,OSIの標準文書構造でページ単

位に構造化して伝送,ファイリングする｡

(4)フルカラー文書

テレビジョンカメラから入力したフルカラー画像を,標準

符号化方式に沿ってDCTで符号化し,OSIの標準文書構造で

ページ単位に構造化して伝送,ファイリングする｡

(5)描画およびポインティング

透明タブレットに対するスタイラスペンの座標を60ポイン

ト/sでサンプリング入力し,その座標値を伝送する｡描画情報

は標準文書構造で構造化し,関連するページに関係づけてフ

ァイリングする｡

4.3 プレゼンテーション機能

オフィスでの面談場面に近い会議環境を実現するために,

4.2節で述べた各画像メディアを音声と同時に伝送することに

より,次のような豊富なプレゼンテーション機能を実現して

いる｡なお,これらの機能は相互の端末から実行できる｡

(1)会議資料の提示

相互の端末間で蓄積交換した文書の中から説明したいペー

ジを共有画面に呼び出し,表示する機能である｡先の図5の

例は,ファクシミリ文書のページを呼び出し,表示している

場面である｡ユーザーはこの機能を用いて,遠隔地にいる相

手に説明したい文書を次々と提示しながら説明することがで

きる｡

(2)描画およびポインティングによる説明

4.3節(1)の機能を用いて共有画面に呼び出した文書に対し,

描画によるメモ書き,描画消去によるメモ書きの修正,ポイ

ンティングによる指示マークの表示をリアルタイムで行う機

能である｡ユーザーはこの機能を用いることによr),共有画

面に提示している文書にメモ書きを加えたり,注目個所を差

し示したりしながら説明することができ,ことばだけによる

説明に比べより深い理解を得ることができる｡

(3)静止画面の提示

カメラから入力したフルカラー画面を,リアルタイムで転

送する機能である｡フルカラー文書と追って蓄積ファイリン

グされないため,本機能を用いて会議中に気軽にモックアッ

プモデルを提示したりすることができる｡
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(4)電子黒板機能

会議中,共有画面に白紙を作り出し,これに描画によるメ

モ書きを実現する機能である｡これによr),ユーザーは黒板

を用いたときと同様な説明を通信会議で行うことができる｡

会議端末はこの画面を蓄積ファイリングすることができるた

め,ユーザーはこれを会議終了後も参照することができる｡

由 実現方式

4章で述べた機能を実現するために,本章でプロトタイプ

機で開発した通信70ロトコル,および会議･文書管理につい

て述べる｡さらに,プロトタイプ機の構成とマンマシンイン

タフェースについて述べる｡

5.1通信プロトコル

ISDNで接続された端末間での通信会議を実現する通信プロ

トコルの構成を図7に示す｡この通信プロトコルは,OSI参照

モデルに沿った形で実現している｡音声と画像メディアを一

つのBチャネルに多重化して伝送することにより,音声と画像

の同時通信による豊富なプレゼンテーション機能の実現を達

成している｡本端末のメイン機能である通信会議を実現して

いる会議アプリケーション層が提供する主な通信サービスに

ついて以下に述べる｡

(1)会議進行制御サービス

会議の開始,終了および再開を制御する機能を提供するサ

ービスである｡特定の会議を識別するための会議識別情報を

データとして転送する｡

(2)表示遠隔操作サービス

会 議 ア プ リ ケ ー

シ ョ ン

人物動画

DCT

音声

ADPCM一

ファクシミリ

文書
フルカラー

文書
描画
ポイン

ティング

制御

信号

標準文書構造

MMR DCT 座標 座標

ASN.1(AbstraotSyntaxNotationl)

セション

トランスポート

+ink Access Procedure日alanced

ネット

ワーク

LAPD

Dチャネル Blチャネル

多重化･逆多重化

B2チャネル

1SDN

注:略語説明 LAPD(+inkAccessProcedureon伽D-Channeり

図7 通信プロトコルの構成 OSl(Open Systemslnterconnection)参

照モデルに沿った構成で通信プロトコルを実現している｡
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相互の端末のディスプレイに同一の特定のページを呼び出

したり,ポインティングシンボルの座標値を転送したりする

機能を提供するサービスである｡本操作はディスプレイに対

する操作であー),操作結果が保存されない点が次に述べる文

書遠隔操作サービスと異なる｡

(3)文書遠隔操作サービス

相互の端末に蓄積されている文書に対し,描画データを加

えたり,新たなページを追加したりする機能を提供するサー

ビスである｡この操作結果は,すでに存在する文書と関連づ

けられて保存される｡

(4)トークン管理サービス

表示遠隔操作および文書遠隔操作サービスを起動できる権

利を,端末間で排他的に管理するサービスである｡本サービ

スにより,相互の端末で常に同じページが提示され,同一の

文書が生成されていることが保証される｡

(5)同期管理サービス

上述した(1)から(4)のサービスの区切りで,これらのサービ

スの送達確認機能を提供するサービスである｡本サービスに

よr),相互の端末間で会議が同期して進行することが保証さ

れる｡

5.2 会議･文書管理機能

本端末は,会議資料としての文書を事前に蓄積交換し,会

議時には特定のページを相互の端末に同時に表ホし,会議を

行うことを基本としている｡これを実現するためには,相互

の端末で特定の会議およびその会議で使用する文書を,確実

に識別できる必要がある｡ここでは,この機能のことを会議･

文書管理機能と呼ぶことにする｡本端末は使いやすいマンマ

シンインタフェースの実現を開発方針として掲げている｡こ

のためには,会議および文書を論理的に意味のある名前で管

理でき,かつ相手および自端末の他のユーザーによる登録状

会議端末

使用者名

会議名

文書名

ページ名

使用者名

会議名

文書名

ページ名

(a)階層管理

-･●会議識別子=会議名＋相手名

一･文書識別子=文書名＋提供者名

(b)識別子

図8 会議･文書管理方法 複合論理名称から成る識別子と階層管

王里により,特定の会議および文書を識別管王里する｡
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況の影響を受けずに,任意の名前を登録できる管理方法にす

べきである｡そこで,図8に示す方法で,これらの要求を満

たす管理方法を実現している｡この管理方法は,次の三つの

基本規則から成る｡

(1)基本規則1

使用者名,会議名,文書名およびページ名から成る4階層

の論理名称で階層管理する｡

(2)基本規則2

会議名と会議相手名の論理積で会議を識別する｡

(3)基本規則3

文書名と文書提供者名の論理積で文書を識別する｡

これらの論理名称を文書転送時,および会議開始時にプロ

ファイル情報として転送することによr),会議･文書管理情

報の交換を実現している｡また,相互の端末は,交換した文

書を図8に示す構造と同じ階層的ディレクトリ構造でファイ

ル管理することにより,論理名称による特定の会議,文書お

よびページの識別を実現している｡

5.3 装置の構成

試作したプロトタイプ機のハードウェア構成を図9に示す｡

日立製作所のパーソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)

会議端末本体(パソコン)

80386*l

タ既卜RS-232C･′Fフロツピ‾ディスクl
ハーげイスク】

表示制御部l

l拡張バスl/fl

会議端末アダプタ

スキャナ ペリフェラル 表示合成部
テレビジョン

プリンタ▼コントローラ

トンドセット空黙

lカメラ

DCTコーデックl
書

通信制御部

′ -

通信回線

注:略語説明など

l/F(インタフェース),パソコン(パーソナルコンピュータ)

*386は米国インテル社の商標である｡

図9 プロトタイプ機のハードウェア構成 パーソナルコンピュー

タをベースにし,二れに画像処理と下位層通信プロトコルを処‡里する装

置をバス結合させた構成で実現している｡
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B16をベースにし,これに耐象処理と下位屑通信プロトコルを

処理する装置をバス結合させた構成で,会議端末を実現して

いる｡パソコン,スキャナ,プリンタなどの構成要素をOAデ

スクに一体化し,さらにすべての也イ象メディアを一つのディ

スプレイに統合表示することによr),オフィスでの使用に便

利なサイズで実現している｡各部の主な機能は次のとおりで

ある｡

(1)パソコン

会議アプリケーションプログラム,上位屑通信プロトコル,

会議･文書ファイル管現,ファクシミリ文書の表ホなどを実

行する｡

(2)DCTコーデ∴ソク

人物動画およびフルカラー文書のDCT符号化･復号化処理

を実行する｡日立製作所のディジタル信号処理プロセッサで

あるDSP-Ⅰを用いて,マイクロプログラムで実現することによ

r),装置の小形化と処理性能の高速化の■lilii立を図っている7)｡

(3)表ホ合成部

パソコンの画面と,人物動画およびフルカラー■文書を合成

し,一つのディスプレイへの表示信号を作r)出す装置である｡

5.4 マンマシンインタフェース

次のような方策を実施することによr),図川の会議中の操

作状況例に示すように,スタイラスペン1本で会議中の操作

をすべて行えるようにし,使いやすいマンマシンインタフェ

ースを実現している｡

(1)入力表示一体化

ディスプレイの前面に透明タブレットをはり付け,スタイ

ラスペンで直接,描画やポインティング擁標を入力する方式

を採用している｡これにより,ユーザーは共有画面に提示し

ている会議資料に対し,紙と鉛筆の感覚で直接メモ書きした

r),注目個所を差し示したりして説明することができる｡

(2)伸i耐の遷移と会議･文吉管理情報のメニュー化

通信会議を行うとき,ユーザhは会議利1手の端末に凶線を

接続して会議相手を呼び子llし,あいさつをして相fを確認L

てから,会議資料を用いた文書会議に入っていく｡そこで,

プロトタイプ機では,図11に示すように,設定した会議の一

図】0 会議中の操作状況

操作を行うことができる｡

′茫■′こ∨′

′′ごも､-′

与う芸て
治∴ 蓋ご‡一ノご∴三女遠望表立｡､､′ⅧⅦ

ズW_』7ぎ 腰

スタイラスペン】本で会議中のすべての

覧を表ホする初期画面,相手を確認するあいさつ画面および

資料を用いて説明を行う打ち合わせ画面の三つの画面を用意

し,これらの三つの画面間をユーザーのメニュー選択にんbじ

て遷移させることにより,通信会議での一連の手続きが簡単

な操作で行えるようにしている｡さらに,5.2節で述べた論理

名称から成る会議･文書管理情報を,これらの画面にん♭じて

メニュー化して,人力表ホー体化ディスプレイに表示するこ

とにより,スタイラスペンによるメニュー選択で,これら一

連の一千続きを行えるようにしている｡すなわち,初期画面で

は設定されている会議名と会議相手名の一覧表をメニューと

して表示し,ユーザーの選択に応じて相手端末と回線を接続

してあいさつ画面に遷移する｡あいさつ画面では,人物動担i

と｢会議開始+および｢会議終了+メニューを表ホする｡あ

いさつ画面で,ユーザーが相手を確認し,あいさつを済ませ,

｢会議開始+メニューを選択すると,打ち合わせ画面に遷移す

る｡才‾rち合わせ画面では,文書名などをメニュー化して表ホ

する｡先の図5に示す共有画面例が打ち合わせ画面の一例で,
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｢会議名+選択

｢終了+選択

会議名･相手名

(a)初期画面

匡]匡
[二重□[亘□

(b)あいさつ画面

｢開始+選択

｢終了+選択

△

且

終了

(c)打ち合わせ画面

図l】会議画面の遷移 会議一覧を表示した初期画面,会議相手とのあいさつ画面および資料を用いた打ち合わせ画面間を,メ

ニュー選択で遷移させ,通信会議を行う｡
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画面の下辺部が,打ち合わせ画面でのメニュー表示部である｡

打ち合わせ画面では,メニュー選択で選択された文書を次々

と表示する｡これにより,ユーザーは特定の会議の接続操作

や会議開始前のあいさつ,ならびに会議中での特定の文書お

よ叩ページの共有画面への呼出操作を,自分があらかじめ設

定しておいた論理名称をスタイラスペンで直接選択するとい

う簡単な操作で行うことができる｡

也 試用結果

試作したプロトタイプ機を用いて二者間の通信会議を実演

し,4章で述べた基本機能を確認するとともに,共有画面を

用いたマルチメディア通信による文書会議は,facetofaceに

近い相互理解を達成できることを確認している｡さらに,試

用結果から次のような評価を得ている｡

(1)ユーザーフレンドリーな会議･文書管理機能とそのメニ

ュー化,および入力表示ーー体化による直接操作機能の実現に

より,スタイラスペン1本で会議でのすべての操作を行うこ

とができ,だれもが簡単に使用できることを確認している｡

(2)プロトタイプ機の画面で実測したところ,人物動画を約

5フレーム/sで伝送できる性能を確認している｡また,3イン

チ程度の小さな画面でも十分相手を確認でき,通信会議の臨

場感を高める効果があることを確認している｡

(3)10パケット/sの描画通信を実現し,約100msの遅れで描

画を表示できる性能を達成している｡これにより,音声によ

る説明と描画による説明を,違和感なく同期して行えること

を確認している｡
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8 結 言

音声,人物動画,文書画像 描画などのマルチメディアを

ISDNの基本インタフェースで同時伝送することにより,マル

チメディアが表示された共有画面を通じて通信会議を行うこ

とができる文書会議端末のプロトタイプ機を試作し,faceto

faceに近い通信会議サービスを実現できることを確認した｡さ

らに,入力表示ー体化ディスプレイと会議･文書管理情報の

操作メニュー化により,スタイラスペン1本で会議でのすべ

ての操作を行うことができる使いやすいマンマシンインタフ

ェースを実現した｡今後,多地点間でのfacetofaceに近い文

書会議の実現方法の研究などを通じて,この種の通信端末の

実用化に貢献していく予定である｡
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